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ABSTRACT

A pulse width selecting system has been made for easy adjustnient of the 

positron beam transport line. It consists of a control signal transmission 

line including an optical isolation, two coaxial switches, a switch driver and 

two grid pulsers, The two kinds of short pulse width (4ns and 10ns) can be chosen 

in main/sub control room.

1 , はじめに

ト リ ス タ ン 衝 突 実 験 に 際 し 、 PF-LINACか ら A R へ 入 射 す る 陽 電 子 は A R T  

は 単 バ ン チ （ く 2nS輻 ） で な ぐ て は な ら な い 。 そのため陽電子発生装置で は電子銃のビ ー  

ム パ ル ス 幅 を ベ ー ス で 4 n s と し 、 SHB(SUB-HARMONIC BUNCHER)に て 更 に パ ル ス 幅 を 狭 め  

上 記 入 射 を 行 っ て い る 。 こ の 入 射 に 際 し 、 特 に LINACか ら A R ま で 全 長 275mのビーム 

ト ラ ン ス ボ ー ト ラ イ ン の 調 整 は 主 に ス ク リ ー ン モ ニ タ で 行 っ て お り 、 かつ陽 電 子 の チ ャ ー  

ジ 量 が 微 少 (LINAC出 口 に て 4mA)で あ り ス ク リ ー ン に 映 る ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル の 輝 度 が  

弱 い た め 調 整 時 の 障 害 と な っ て い た 。 そ の 解 決 策 の ひ と つ と し て 今 回 ビ ー ム パ ル ス 幅 切 換  

装 置 を 製 作 し た 。 本 装 置 は 陽 電 子 出 力 中 に お い て も 簡 単 に 主 •副 制 御 室 か ら 遠 隔 操 作 で2 

種 類 の ビ ー ム を 切 り 換 え る こ と が で き る 。 いま、 そ の 2 種 類 の ビ ー ム に 本 来 A R 入射用の 

ベ ー ス で の パ ル ス 幅 4 n sの も の 、 及 び 陽 電 子 ビ ー ム ト ラ ン ス ポ ー ト ラ イ ン 調 整 用 の 10ns 

の も の を 用 意 し て お く 。 そ し て 最 初 、 調 整 に 充 分 な チ ャ ー ジ 量 を も つ 10nsのビームにて 

調 整 を お こ な い 、 完 了 し た 時 点 で 4 n sの ビ ー ム に 切 り 換 え 、 S H Bに て 2 n Sに縮めて 

A R 入 射 と い う 手 順 で 使 用 す る 。 こ の 方 法 に よ り 2nS陽 電 子 ビ ー ム の A R 入射が容易に 

可 能 と な っ た 。

2 . 装置構成 

2.1.全体構成

FIG,1 に 本 装 置 の 全 体 構 成 図 を 示 す 。 こ の 装 置 は 最 終 段 で 長 パ ル ス 発 生 用 と 短 パ ル ス  

発 生 用 の 2 台 の グ リ ッ ド パ ル サ を 電 子 銃 に 並 列 に 接 続 し （ 以下、 二 重 化 グ リ ッ ド パ ル サ と  

呼 ぶ ） 一方を 運転、 他 方 を 待 機 と し 必 要 に 応 じ そ れ を 切 り 換 え 使 用 す る 。 こ の 切 り 換 え は  

主制御室、 副制御室、 電 子 銃 室 の そ れ ぞ れ の 制 御 点 を 経 た 切 換 制 御 信 号 に て 行 わ れ る 。 特 

に、 こ の 切 換 制 御 信 号 は 主 制 御 室 か ら 電 子 銃 用 高 圧 ス テ ー シ ョ ン ま で は HIGH, L O W のレ 

ベ ル 信 号 で あ る が 、 高 圧 ス テ 一 シ ョ ン か ら 二 重 化 グ リ ッ ド パ ル サ ま で は 極 性 付 き の パ ル ス  

と な っ て い る 。 こ れ は 二 重 化 グ リ ッ ド パ ル サ に 使 用 し て い る 同 軸 S W の 性 質 上 そ の 切 り換



え に パ ル ス 駆 動 が 必 要 な た め で あ る 。 途中、 高 圧 ス テ ー シ ョ ン 内 の 同 軸 S W 切換パルス発 

生器 に て 、 そ の レ ベ ル 信 号 の 立 ち 上 が り 、 立 ち 下 が り を 検 出 し 極 性 付 き の パ ル ス に 変 換 し  

て い る 。 なお 、 こ の 切 換 信 号 を 高 圧 ス テ ー シ ョ ン に 送 る た め 、 そ の 高 圧 の 絶 縁 に 光 フ ァ イ  

バ ー を 用 い て い る 。 高 圧 ス テ ー シ ョ ン 直 前 で E /0変換、 高 圧 ス テ ー シ ョ ン 内 で 0 / E変 

換 を 行 っ て い る 。

電子銃室

主制御室 副制御室

L O N G /

S H O R T

24VDC

T r e u o t e )

1
24VDC r

( R E M O T E )

5YDC
( l o c a l )

L O N G /

S H O R T

( l o c a l )

L O N G /

S—_

I

電子銃トリガ

F I G . 1 ビ ー ムパルス幅切換装置全体図

2. 2•同 軸 S W 切換パルス発生器

二 重 化 グ リ ッ ド パ ル サ に 使 用 さ れ る 同 軸 S W 駆 動 回 路 と し て FIG. 2 に示すパルス発 

生 回 路 を 製 作 し た 。 レ ベ ル 信 号 を 入 力 信 号 と し 、 そ の 立 ち 上 が り で +15V，50ibS, 20 0niAの 

パルス、 立 ち 下 が り で -15V, 50inS，2 0 0fflAの パ ル ス を 発 生 さ せ る 。 製 作 に 際 し 、 入力信号 

の ノ イ ズ 、 チ ャ タ リ ン グ に 注 意 し 、 ま た 高 圧 ス テ ー シ ョ ン に 設 置 す る モ ジ ュ ー ル で あ る た  

め、 電 源 ラ イ ン 、 パ ス コ ン 、 ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 信 号 な ど に ノ イ ズ 対 策 を よ り 多 く 施 し  

た。
24Y +15Y -15V

FIG, 2 同 軸 S W 切換パルス発生器



2, 3. 二 重 化 グ リ ッ ド パ ル サ

2 台 の グ リ ッ ド パ ル サ は FIG. 3 

に 示 す よ う 2 台 の 同 軸 S W  (hp8761A 

) を 介 し 二 重 化 さ れ て い る 。 グ リ ッ ド  

パ ル サ 用 D C 高圧電源、 及び電子銃グ 

リ ッ ド • 力 ソ ー ド 間 バ イ ア ス は 両 者 に  

常時、 印 加 さ れ て お り 電 子 銃 ト リ ガ 信  

号、 及 び 2 台 の グ リ ッ ド パ ル サ の 出 力  

が 同 軸 S W に て 同 期 し て 切 り 換 え ら れ  

る。 こ の 配 線 に 関 し 、 グ リ ッ ド パ ル サ  

出 力 端 か ら グ リ ッ ド ま で の ケ ー ブ ル 長  

が 問 題 と な っ た 。 通 常 の グ リ ッ ド パ ル サ  

本 装 置 で は 最 短 に し て も 約 2 5 c m のケ 

結 果 と な っ た 。
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FIG, 3 二 重 化 グ リ ッ ド パ ル サ

1 台 を 使 用 し た 場 合 は 約 5 c m で あ る の に 対 し 、 

一 ブ ル が 必 要 で あ り ビ ー ム 波 形 に 若 干 の 歪 の で る

3 . 試験

本 装 置 を 使 っ た 時 の 壁 電 流 モ ニ タ に よ る ビ ー ム パ ル ス 波 形 を 2 例 FIG. 4, FIG. 5 に示 

す。 こ れ ら の 写 真 で は 2 種 類 の ビ ー ム パ ル ス の 立 ち 上 が り は 一 致 さ せ て い る が 実 際 に は 数  

n S の ず れ が あ る 。 こ れ は 2 台 の グ リ ッ ド パ ル サ の 特 性 の 違 い に よ る も の で あ る が 実 用 上  

問 題 は な い 。 FIG, 4 に 示 す 10nSの ビー ム パ ル ス 波 形 には 後 半 に 大 ， な 歪 が み ら れ る 。 

これは、 先 に も 述 べ た よ う に グ リ ッ ド パ ル サ の 出 力 側 の ケ ー ブ ル が 長 い こ と 、 その途中に 

同 軸 S W を 経 由 し て い る こ と に よ る イ ン ピ ー ダ ン ス の マ ッ チ ン グ の ず れ が 影 響 し て い る と  
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FIG, 5 WMP-1 (23dB att, SHB off) 

eナ発生装置ライン第一加速部中位

FIG. 4 WMP-GUN (20dB at-t)
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4 , 結果

本 装 置 の 第 一 目 的 は 陽 電 子 ビ ー ム ト ラ ン ス ボ ー ト ラ イ ン の 調 整 を よ り 容 易 に す る こ と  

で あ っ た 。 こ の装置の性質上、 具 体 的 な デ ー タ に よ る 評 価 は で き な い が ビ ー ム ト ラ ン ス ボ  

— 卜 の 調 整 は 容 易 に な り 陽 電 子 の 電 流 は 確 実 に 増 し て い る 。 ま た こ の 装 置 は 上 記 以 外 に も  

チ ャ ー ジ 量 を 簡 単 に 瞬 時 に 変 え ら れ る こ と を 利 用 し ビ ー ム ロ ー デ イ ン グ 、 ビ ー ム及びビー 

ム ト ラ ン ス ボ ー ト の 性 質 な ど の 研 究 に 素 早 ぐ 対 応 し て い る 。 最後に、 装置の動作について 

い え ば 遠 隔 操 作 に よ る 陽 電 子 ビ ー ム パ ル ス 幅 切 り 換 え 動 作 は 約 1 か月の使用期間中、 ノ イ 

ズ 対 策 な ど 修 正 は 多 少 あ っ た も の の 、 現在、 安 定 し た 動 作 が 得 ら れ て い る 。


